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１．緒 言 

本研究は筋肉に負荷をかけた時の重心動揺を

計測し、その時間的な変化を調べる。筋肉に負荷

をかけた時、キネシオテープを使用した場合、使用

しない場合のそれぞれの重心動揺の変化につい

て検証する。 

２．研究のアプローチ 

 人体は健康な状態であっても直立時に前後左

右に微小に揺れている。この揺れは人体がバラン

スを保つためであり、その中でも大きな揺れは筋肉

のアンバランスによるものである[1]。そこで、その重

心動揺を定量的に測定するために図１に示すよう

な重心動揺計を使う。重心動揺計は重心の移動を

測定し、総軌跡長、外周跡長、面積、前後実効値、

左右実効値を計測することが出来る。 

 計測は約 1 時間後までの時間的変化を測定す

る。初めに通常の状態で重心動揺を測定する。計

測中被験者は、身体を動かしたり、喋ってはいけな

い[2]。次に大腿筋に負荷をかけるため図 2 に示す

姿勢を 2 分間保ってもらい再び重心動揺を測定す

る。その後は筋肉を休め、20 分間隔で 4 回計測し、

1 時間で重心動揺がどのように変化したかを検証

する[1]。またキネシオテープという伸縮性のあるテ

ープを 15%伸ばして使用したとき、30%伸ばしてし

て使用したとき、なにも貼付しないときのそれぞれ

の重心動揺の変化について検証する。 

 

     図 1 重心動揺計   図 2 負荷の掛け方 

３．結 果 

 今回の実験は男性7人女性7人の重心動揺を測

定した。図３に男性、図４に女性の総軌跡長の結

果を示す。これらのグラフは両足に負荷を加え、大

腿筋を疲労した時の時間的変化を測定し、7 人分

のデータを平均したものである。疲労前を基準とし、

そこから何％総軌跡長が変化したかを表している。

またグラフの 0分後とは疲労後からテープを貼る期

間（約４分）後を指す。 

 

 

図 3 総軌跡長 男性 7 人の平均 

図 4 総軌跡長 女性 7 人の平均 

４．結 論 

同じ条件で測定しても、疲労前・疲労後の特性

が一致しなかったため、正確な時間的変化の確認

できなかった。しかし、重心動揺の変化にテープの

有無と伸縮率が影響していることがわかった。 

図3．図4より、男性も女性もキネシオテープを貼

ることで、テープを貼らなかった時よりも、重心動揺

の回復が早くなる事がわかった。 

男性と女性を比べると、男性は女性よりも疲労し

やすいが、回復が早くなる。女性は男性よりも疲労

が尐ないが、回復するまでに時間が掛かる事がわ

かった。 

５．今後の発展 

大腿筋以外の筋肉の種々の疲労による重心動

揺の特性を解析し、得られた結果から施術が必要

な箇所を特定することが期待できる。 
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